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46小特集：教育上演の役割（大学編）
　二〇〇七年五月十八日、 十九日に、 舞台芸術研究ワークショッ
プを実施した。 この企画は、 北翔大学の北方圏学術情報センター舞台芸術研究プロジェクトと大阪大学で進められている日本学術振興会人文社会 「芸術とコミュニケーションに関する実践的研究／コミュニティ・アート部門」の共催により実現したものである。
　この研究ワークショップは、同月十七日、十八日に行われた
北翔大学短期大学部人間総合学科舞台芸術系の二年生による中間公演
( 於・札幌市教育文化会館小ホール）の時期に合わせ、
十八日にワークショップの基調として教育上演を鑑賞、翌十九日に、札幌・ソウル・大阪の各方面より迎えたスピーカーを交えて研究会を実施するという内容で行われた。テーマは「教育上演の課題と展望」とし、大学教育 一環 実施されている公演について 各スピーカーの事例報告を元に、その可能性および問題点についての活発な討論が行なわれた。
　プログラムは上の図に示したとおり。二日目の研究会では、
まず前日の中間公 に関して《ポスト・プロダクション》 「中間公演『三人姉妹』をめぐっ 」というタイトルで、北翔大学の大林のり子の基調報告および演出・指導を担当した森一生、村松幹男の両氏を交えたパネル発表を行った。その一部は本誌（七八頁～）に掲載。公演の鑑賞と合わせた発表ということで、質疑応答では公演に関わる講評を含め、教育上演 動内容に関する具体的な意見交換ができた。たとえば、今回のよう ポスト・プロダクションの活動を行うことの有効性 は、
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公演に参加した学生も交えながら行う公演後の講評や討論などの実施についての可能性 話し合われた。
　招待講演には、ソウル・中央大学校より金哲弘氏を招いた。
その詳細は本紙（四八頁～）に原稿を寄せていただいたとおりである。近年、韓国と日本 舞台芸術の交流は盛んになっており、札幌でも韓国演劇 触れる機会は増えている。ま 、韓国では大学教育が俳優養成の重要な部分を成していることも知られているが、そうした韓国の大学における舞台芸術教育の一端を知る機会を得られた は意義深いものだっ 。大学で演技指導や発声トレーニングを専門としている講演者から 、講演後にも興味深いお話を伺うこと できた。
　続く《パネル・セッション》は、大阪大学の永田靖氏の司会
進行により、札幌と大阪の異なるタイプの教育上 の事例報告と、それ 関する意見交換が行われた。
　光塩学園女子短期大学部の光塩ミュージカル（オペレッタ）
については、長年その指導に尽力されてきた森克之氏にお話ただく予定であったが、当日の都合がつかず 代理人として光塩短大の卒業生 る関広氏と岡井氏に 越しいただい 活動の概要については、森克之氏 事前にいただ た原稿 、本学の森一生氏（共に演出指導 関わっていた）が代読、解説を加える形で進められた。光塩ミュージカルは同短 で将来教育者 志す学生たちが、学生主体で企画運営 一大イベントである。これに参加することを楽しみに入学する学生も多く、
回を重ねて規模も大きくなっている。その企画運営に携わる学生には、様々な問題解決能力が求められるが、そのノウハウが毎年受け継がれ、継続されてきた状況がある。こうした企画運営の経験が、将来の教育の現場でも生かされているという点については、教育上演を行うことのひとつの展望を示す事例といえよう。
　大阪芸術大学の堀田充規氏には、舞台美術教育の観点からご
報告いただいた。この内容も本誌（五六頁～）に掲載し今回は、学生の机上のプラン 劇場に立ち上がるまで 様々な越えるべき障害（学び 場）について、記録映像と学生が製作した舞台模型を参照しながらお話いただいた。
　日々、状況が変化する教育現場で 実践報告を伺い 共有で
きる問題が多くあ 一方で、四年制大学と短大 あるいは大学ごとの教育目標の違いからくる教育上演の方向付けの違 など、比較することで明確になることもある
　今回、本誌でワークショップと同じテーマを小特集にするに
あたり、さらに多方面から原稿を寄せていただいた。大学編では、桜美林大学の教育上演の現状をご報告いただいて そして中高編では、中学校全道大会の試みと高校の西札幌地区合同公演の試み、そして今年度の全国高校演劇発表会に出場を果たした二校からの実践報告も寄せていただき、もはや小特集はいえないほどの厚みになっている。
